
森林病害虫と戦う!

　

松
く
い
虫
被
害
は
、
北
米
原
産
の
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ（
以
下「
線
虫
」、
写
真
１
）

と
い
う
体
長
１
㎜
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
線

虫
が
マ
ツ
の
樹
体
内
に
侵
入
し
、
増
殖
す
る

こ
と
で
マ
ツ
が
弱
り
、
枯
れ
て
し
ま
う「
マ

ツ
材
線
虫
病
」と
い
う
感
染
性
の
病
気
で
す
。

日
本
の
マ
ツ
類
は
線
虫
に
抵
抗
す
る
力
が
無

く
、
こ
の
病
気
に
か
か
り
や
す
い
た
め
、
松

く
い
虫
被
害
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
は
、
こ
れ
ま
で
北

海
道
を
除
く
46
都
府
県
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
被
害
量
は
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
54
年

度
の
約
2
4
3
万
㎥
の
約
４
分
の
１
の
水
準

に
ま
で
減
少
し
た
と
は
い
え
、
平
成
24
年
度

の
１
年
間
で
約
64
万
㎥
も
の
被
害
を
出
し
て

お
り
、
依
然
と
し
て
我
が
国
最
大
の
森
林
被

害
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

【
松
く
い
虫
被
害
と
防
除
対
策
】

　日本は、国土の約３分の２が森林に覆われた世界有数の森林国であり、豊富な森林資源を有しています。
しかし、日本各地で松くい虫等の病害虫による森林被害が発生しています。病害虫による森林被害は、森林
資源の損失にとどまらず、森林の公益的機能の低下、森林所有者の経営意欲の喪失等につながるものです。
このため、森林病害虫等防除法に基づき、各種の森林病害虫等について被害状況等に応じ、駆除及びまん延
を防止するための諸対策が全国各地で実施されています。森林に被害を与える病虫害は数多く存在します
が、ここでは特に日本で被害の目立つ松くい虫被害とナラ枯れ被害についてご紹介します。

図１　全国の松くい虫被害量（被害材積）の推移
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写真１　マツノザイセンチュウ

　

線
虫
は
自
ら
の
力
で
マ
ツ
か
ら
マ
ツ
へ
の

移
動
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
に

元
々
い
る
昆
虫
で
あ
る
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ（
以
下「
カ
ミ
キ
リ
」、
写
真
２
）の
体
内

に
入
る
こ
と
で
、
カ
ミ
キ
リ
の
移
動
と
と
も （写真提供：独立行政法人森林総合研究所）
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注）発生メカニズムについて、被害の発生時期などは地域の気候等によって異なるため、おおよその季節を記載している。

　

日
本
の
マ
ツ
類
は
海
岸
沿
い
や
荒
廃
地
な

ど
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
大
き
く
育
ち
、
海

か
ら
の
風
や
潮
、
砂
な
ど
か
ら
生
活
を
守
っ

た
り
、
荒
廃
地
か
ら
の
土
壌
の
流
出
を
防
い

だ
り
し
ま
す
。
ま
た
、
白
砂
青
松
と
い
う
言

葉
に
も
あ
る
と
お
り
、
各
地
の
景
勝
地
に
お

い
て
松
林
は
良
好
な
景
観
を
形
成
し
、
能
舞

台
の
鏡
板
に
描
か
れ
て
い
る
松
や
盆
栽
の
松

な
ど
、
文
化
的
に
も
重
要
な
存
在
で
す
。 

　

こ
の
た
め
、
松
く
い
虫
被
害
か
ら
大
切
な

松
林
を
守
る
た
め
に
、
松
く
い
虫
被
害
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う
な

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す（
図
２
）。

図２　松くい虫の被害発生メカニズムと防除手法

  

   

写真２　マツノマダラカミキリ 

に
別
の
木
へ
運
ば
れ
ま
す
。
線
虫
が
入
る
こ

と
で
弱
っ
た
マ
ツ
に
カ
ミ
キ
リ
は
産
卵
し
、

子
孫
を
増
や
す
と
い
う
共
生
関
係
が
築
か
れ

て
い
ま
す
。

　

松
く
い
虫
被
害
は
マ
ツ
材
線
虫
病
と
い
う

病
気
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
松
く
い
虫
の
被

害
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
踏
ま
え
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
ど
こ
か
を
断
ち
切
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
線
虫
を
運
ぶ
カ

ミ
キ
リ
の
成
虫
や
、
樹
体
内
に
侵
入
し
て
き

た
線
虫
を
殺
し
て
そ
の
木
へ
の
感
染
を
防
ぐ

「
予
防
」と
被
害
木
の
中
に
い
る
カ
ミ
キ
リ
の

幼
虫
や
蛹
を
殺
し
て
、
他
の
木
へ
の
感
染
を

防
ぐ「
駆
除
」に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
て「
防
除
」と
呼
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
松
林
の
中
で
も
保
安
林
な
ど
、

生
活
を
守
る
た
め
に
特
に
重
要
な
松
林
を
守

る
べ
き
松
林
と
し
、
こ
こ
を
中
心
に
防
除
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

写真３　空中散布
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近
年
、
全
国
的
に
被
害
が
目
立
つ
森
林

病
虫
害
と
し
て
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

（
以
下「
カ
シ
ナ
ガ
」、
写
真
６
）が
媒
介
す
る

ナ
ラ
菌
が
ナ
ラ
類
の
樹
体
内
に
侵
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
木
が
枯
損
す
る「
ナ
ラ
枯

れ
」が
あ
り
ま
す（
写
真
７
）。
ナ
ラ
枯
れ
に

よ
る
被
害
は
平
成
22
年
度
に
約
３
２
．
５
万

㎥
と
近
年
で
は
最
大
の
被
害
量
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
以
降
は
減
少
し
、
平
成
25
年
度

は
10
月
末
時
点
の
速
報
値
で
約
５
．
２
万
㎥

【
ナ
ラ
枯
れ
被
害
と
防
除
対
策
】

写真６　カシノナガキクイムシ
（左：雄　右：雌）

　

ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
も
松
く
い
虫
被
害
対

策
と
同
様
に
防
除
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

健
全
木
へ
の
カ
シ
ナ
ガ
の
侵
入
を
防
ぐ

「
予
防
」対
策
と
し
て
、
粘
着
剤
等
の
塗
布
ま

た
は
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
被
覆（
写
真
８
）、

ナ
ラ
菌
や
、
カ
シ
ナ
ガ
の
餌
と
な
る
樹
木
内

の
酵
母
等
を
殺
菌
す
る
殺
菌
剤
の
樹
幹
注
入

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
被
害
木
の

中
の
カ
シ
ナ
ガ
の「
駆
除
」の
た
め
、
羽
化
脱

出
前
に
薬
剤
に
よ
る
く
ん
蒸
、
焼
却
や
カ
シ

ナ
ガ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
用
い
た
誘
引
捕
殺
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
昔
は
薪
炭
材
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
た
ナ
ラ
類
の
利
用
が
減
少
し
た
結

果
、
高
齢
化
・
大
径
化
し
た
ナ
ラ
類
の
木
が

ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
遭
い
や
す
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
被
害
を
受
け
に
く
い
森
林
に

す
る
た
め
、
そ
う
し
た
大
径
木
等
の
伐
採
と

い
っ
た
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

写真７　ナラ枯れ被害の様子
（写真提供：一般社団法人日本森林技術協会）

写真８　ビニールシートの被覆
（写真提供：一般社団法人日本森林技術協会）

写真５　ボーベリア菌に感染したカミキリ 写真４　伐倒くん蒸
（写真提供：独立行政法人森林総合研究所） 

　
「
予
防
」の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
カ
ミ
キ

リ
が
夏
に
飛
び
立
つ
前
に
薬
剤
を
散
布
す
る

こ
と
に
よ
り
、
カ
ミ
キ
リ
を
殺
す
方
法
や
、

前
も
っ
て
薬
剤
を
健
康
な
マ
ツ
に
注
入
し
て

侵
入
し
て
き
た
線
虫
を
殺
し
た
り
増
殖
を

防
い
だ
り
す
る
方
法（
樹
幹
注
入
）が
あ
り
ま

す
。
薬
剤
の
散
布
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い

て
空
中
か
ら
散
布
す
る
方
法（
写
真
３
）と
地

上
か
ら
動
力
噴
霧
器
な
ど
で
散
布
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
木
を
切
り
倒
し
て
、
木
の
中
に
い
る

カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
や
蛹
を
殺
す「
駆
除
」の
た

め
の
対
策
と
し
て
、
薬
剤
で
く
ん
蒸
す
る
方

法（
写
真
４
）、
自
然
界
に
存
在
し
て
い
る
天

敵
微
生
物（
ボ
ー
ベ
リ
ア
菌
）を
用
い
て
被
害

木
の
中
か
ら
出
て
く
る
カ
ミ
キ
リ
を
殺
虫
す

る
方
法（
写
真
５
）や
、
細
か
く
砕
い
て
チ
ッ

と
平
成
22
年
度
の
約
６
分
の
１
の
水
準
に
ま

で
減
り
ま
し
た
。
被
害
は
本
州
の
都
府
県
を

中
心
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
に
し
た
り
、
焼
却
し
た
り
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
、
松
く
い
虫
の
感

染
源
を
除
去
す
る
た
め
守
る
べ
き
松
林
の
周

辺
を
マ
ツ
以
外
の
樹
種
や
線
虫
に
強
い
性
質

の
マ
ツ（
抵
抗
性
マ
ツ
）の
森
林
に
転
換
し
た

り
、
被
害
木
や
枯
れ
枝
な
ど
を
取
り
除
い
て

森
林
の
健
全
化
を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

（写真提供：一般社団法人日本森林技術協会）
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　秋田県能代市に所在する風の松原は延
長14㎞、総面積約760haの日本有数
の規模を誇る松林で、このうち
343haが国有林となっていま
す。
　ここでは、江戸時代から
植栽が行われ、日本海か
ら吹き付ける強風による
飛砂から住宅や農地を守
ることを目的として、国
では大正10年から本格的
に海岸林の造成を開始し、
見事な松林が成林しまし
た。
　このように、長い年月をか
けて成立した風の松原において
も、松くい虫被害の範囲が北上し
たことに伴い、平成11年から被害が
みられるようになりました。
　このため、この国有林を管轄する米代西部森林
管理署では、被害木の伐倒駆除を実施するとともに、

　

松
く
い
虫
被
害
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害

を
は
じ
め
と
す
る
森
林
病
害
虫
に
よ

る
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

被
害
木
の
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
枯
れ
た
マ
ツ
や
ナ
ラ
類

の
木
を
見
つ
け
た
ら
、
最
寄
り
の
行

政
機
関
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
枯
れ
木
や

枯
れ
枝
に
は
線
虫
を
運
ぶ
カ
ミ
キ
リ

や
、
ナ
ラ
菌
を
運
ぶ
カ
シ
ナ
ガ
の
幼

虫
等
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
枯
れ
木
や
枯
れ
枝
を
移
動
す
る

こ
と
は
な
さ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
防
除
対
策
を
実
施
さ
れ
る

方
に
お
か
れ
て
は
、
防
除
効
果
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
被
害
発
生
や

防
除
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
十
分
に
理
解

し
た
上
で
、
適
正
に
施
工
を
す
る
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

我
が
国
の
森
林
の
う
ち
３
割
を

占
め
る
国
有
林
に
お
い
て
も
、
マ

ツ
や
ナ
ラ
に
つ
い
て
、
森
林
病
害

虫
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

平
成
24
年
度
の
被
害
量
は
、
松
く

い
虫
被
害
が
３
万
㎥（
対
前
年
度
比

1
1
5
％
）、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
７

千
㎥（
対
前
年
度
比
27
％
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
有
林
の
マ
ツ
は
、
福
井
県
の
気

比
の
松
原
や
佐
賀
県
の
虹
の
松
原

な
ど
我
が
国
を
代
表
す
る
松
林
の

ほ
か
、
海
岸
部
や
里
山
な
ど
住
民
の

暮
ら
し
と
か
か
わ
り
の
深
い
箇
所
に

多
く
、
ナ
ラ
は
主
に
奥
地
の
水
源
と

な
っ
て
い
る
脊
梁
地
帯
に
多
く
分
布

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
海
岸
部
に
あ
る
松
林
は
後

背
地
と
な
る
宅
地
や
農
地
を
飛
砂

か
ら
守
る
た
め
造
成
さ
れ
て
き
た
経

緯
が
あ
り
、
地
域
と
の
関
係
が
深
い

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
松
林
を
管

理
す
る
森
林
管
理
署
で
は
、
地
元
自

治
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民
、
研
究

者
と
協
力
し
な
が
ら
森
林
病
害
虫
の

防
除
を
は
じ
め
と
す
る
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
国
有
林
に
お
け
る

森
林
病
害
虫
対
策
】

【
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
】

風の松原の
保 全 活 動

平成15年度からは予防措置である薬剤の地
上散布を行うなど、継続した防除活動

を実施し、この５年間の被害は約
300㎥から600㎥の間で推移す

るなど、大きな被害の拡大は
防がれてきました。
　また、被害跡地には、ク
ロマツを植栽し、飛砂の防
備など森林の機能が保持
されるよう、その育成に
も努めています。
　風の松原では、地域住
民による保全活動も盛ん

で、毎年、市民団体が、マ
ツノマダラカミキリの繁殖源

となる枯れ枝を拾い集める活動
を平成15年度から実施しており、

毎年約700人の市民が参加していま
す。

　このように、地元と森林管理署が連携しながら、
松林の保全活動が進められています。

薬剤の地上散布 被害跡地の植栽

市民参加による枯れ枝拾い
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